
◆目的 

・箕面市民会議は、2011 年度からの次期箕面市総合計画でめざす将来のまちについて話し合い、その意見を提言にまとめ

て市に提出することを目的に組織された。 

・2007 年５月に参加者を公募し、35 人が応募。活動を支援するサポートスタッフ（庁内公募で集まった市の若手職員）26 人と

あわせて、61 人で活動をスタートした。 

◆活動概要 

［2007 年度］ 

・2007 年６月から月１回程度の全体会議を重ね、運営ルールや年間活動イメージの検討、第四次総合計画の進捗状況や

課題などの検証を行った。全体会議とは別に財政状況、行政改革、都市計画などの勉強会を開催した。 

・市の現状を把握し、「今後、市は何に力を入れて取り組むべきか」を全体で討議した結果、６つの分科会が編成され、市内

で活動している各種団体との対話などを踏まえ、分科会毎にまちづくりの課題や方向性を検討した。 

・2008 年３月に、「市民と市民会議との意見交流会」を市内４ヶ所で開催し、参加者との活発な意見交流を行った。 

［2008 年度］ 

 ・2008 年５月に、次期総合計画の基本構想に相当する部分の提言をまとめるために「検討チーム」が組織され、月３～４回

のペースで精力的な検討が積み重ねられた。 

・分科会活動の成果は、基本計画に相当する部分の提言として「提言シート集」にまとめられた。 

・2008 年８月下旬～９月上旬にかけて提言書（案）に対するパブリックコメントを実施するともに、「市民と市民会議との意見

交流会」を開催し、参加者との意見交流を行った。 

・数多く寄せられた意見を取り入れて提言書を仕上げ、2008 年９月の最後の全体会議で、市長に提言書を提出した。 

◆成果物 

・「次期総合計画策定に向けての提言書」 

（主に基本構想に相当する提言。将来都市像のもと５つのまちづくりの目標、18 政策を提言） 

・「提言シート集」 （主に基本計画に相当する提言。将来都市像の実現に向けての具体策として、33 の提言シートを作成） 

・「市民のみなさんから頂いたご意見と提言書への反映について」（パブコメでの提出意見への対応をとりまとめたもの） 

◆運営体制 

・市民会議を市民の自主的な活動として運営していくため「世話人会」が組織され、全体会議の企画・運営や、分科会との

連絡・調整などが行われた。 
◆今後の活動予定 

・総合計画策定委員会議、総合計画審議

会に、市民会議から代表者を２人ずつ出

すことから、審議会答申にいたるまでの

間、代表者をサポートする活動を継続す

る予定。 
◆行政からの支援 

 ・箕面市から市民会議に対して、会場費、

印刷費、講師謝金などの活動費用を補

助金として支出。（07 年度：約 76 千円、

08 年度：約 145 千円） 

 ・アドバイザーとして、阿部昌樹さん（大阪

市立大学大学院教授）に節目の全体会

議でご助言をいただいた。 
 ・世話人会が組織されるまではコンサルタ

ントが進行をサポート。世話人会組成後

は、世話人会及び検討チームの活動を

コンサルタントがサポート。 
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▲全体会議の風景                 ▲市民と市民会議との意見交流会（2008.9） 



 ■箕面市民会議 提言書（概要） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

（参考）［提言シート集の提言シートの一覧］ 

１．新しい時代の総合計画 

・総合計画は行政運営の基本方針であるとともに、市民活動の行動

方針となるべきであり、いわば市民・行政共有の最上位の「地域経

営計画」である。行政は「管理運営」から「経営」へとスタンスを

変え、市民は自らこの「経営」に参画することが求められている。 

・従来と同様に次期総合計画は基本構想、基本計画、実施計画の三

層構成とする。 

２．今後 10 年の箕面市を取り巻く社会変化 

・まちづくりに大きな影響を及ぼす事項は次の６点。 
少子高齢化と人口減少    価値観の多様性と地域社会文化 
地球温暖化問題の深刻化   成熟社会の生活不安 
労働格差と労働人口の減少  地方分権改革の現実化 

３．まちづくりの基本となる考え方 

・1997年に制定された「箕面市まちづくり理念条例」を基盤として、
「箕面の魅力アップ」により地域の人材、財源など地域資源の増加

をめざす。 
・「自助」・「共助」・「公助」を「箕面のまちの役割規範」とさだめ、

「箕面のあした」のために行政、議会はもとより市民すべてが、 
“まちの公共の担い手”としてまちづくりに取り組む。 

４．将来都市像 

・“みんなでつくる「箕面のあした」”を、「ひと」、「まち」、「やま（自然環境）」につい

ての様々な社会課題をプラスに変えた「元気な箕面」とする。 

ひとが元気、まちが元気、やまが元気 

～みんなでつくる「箕面のあした」～ 

６．自治と協働の地域経営 

・地方分権の進展に伴って、地方自治体が自己決定、自己責

任のもとに限られた経営資源で市民の暮らしの満足度を高

める地域経営のあり方を提言。 
・市民、議会、行政の役割と仕組みなどを規定する自治体の

憲法ともいわれる「自治基本条例」の制定、経営改革推進

本部や「まちづくり市民会議（仮称）」設置などが必要。 

７．市議会に関する提言「市民に開かれた議会へ」 

・市議会は政策立案・決定と地域経営に重要な役割を果たし

ているが、一般の市民から遠い存在になっている。もっと

市民に開かれた、市民に身近な議会になっていただくこと

を期待する。 

５．まちづくりの基本方向 

・５つの「まちづくりの目標」を実現するため 18 の「まちづくりの基本方向」に沿っ
て、まちづくりを進める。 

これからの時代に

必要な好循環の

構図 


